
募
集
や

試
験
な
ど

耐震診断に補助金を交付します
▶問い合わせ　建築住宅グループ（☎85４３９９）

　
皆
さ
ん
が
市
長
と
自
由
に
話
し
合

え
る
機
会
を
広
げ
る
た
め
、
『
市
長

室
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
市

長
と
直
接
会
っ
て
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日�

時
　
８
月
27
日
㈫
９
時
30
分
～
17

時
※
１
人
（
組
）
に
つ
き
30
分
程
度
。

場�

所
　
市
役
所
２
階
市
長
応
接
室
、

鷲
別
公
民
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、

登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対�
象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

※ 

苦
情
や
要
望
、
個
人
的
な
問
題
の

相
談
な
ど
を
目
的
と
し
た
申
し
込

み
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

申
し
込
み
の
と
き
に
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、

話
し
た
い
内
容
を
必
ず
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

※ 

当
日
は
、
報
道
関
係
者
が
取
材
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申�

し
込
み
　
８
月
８
日
㈭
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
６
５
８
６
）

月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
・
26
日
㈯
、

11
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
（
全
７
回
）

場�

所
　
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
で
る

２
・
７
（
札
幌
市
）

対�

象
　
全
講
座
を
受
講
可
能
な
20
歳

以
上
の
方
で
、
受
講
後
、
在
宅
の

盲
ろ
う
者
の
通
訳
・
介
助
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
方

定
員
　
30
人
程
度

参�

加
料
　
４
千
円
程
度
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
）

申�

し
込
み
　
８
月
21
日
㈬
ま
で
に
、

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

同
協
会
（
〒
060

－

０
０
０
２
札
幌

市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目
道
民

活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階
、
思
011

－

251

－

０
８
５
８
）
に
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
提
出

問
い
合
わ
せ
　
同
協
会

 
（
☎
011

－

251

－

１
５
５
１
）

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

　
福
祉
・
介
護
に
関
心
が
あ
る
登
別

市
民
や
、
市
内
介
護
事
業
所
に
介
護

職
と
し
て
就
労
後
１
年
未
満
の
方
を

対
象
に
、
介
護
の
基
本
的
な
知
識
を

習
得
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま

す
。
な
お
、
こ
の
研
修
で
は
『
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
』
に
従
事
で
き
る
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

『
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
』
と
は
、

身
体
介
護
を
必
要
と
し
な
い
高
齢

者
の
家
を
訪
問
し
、
掃
除
や
調
理

な
ど
の
家
事
を
援
助
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

日
時
・
内
容
・
場
所
　

○ 

10
月
７
日
㈪
13
時
30
分
～
17
時
20

月�

日
　
９
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
、
10

分
…
介
護
の
職
場
見
学
ツ
ア
ー

※
集
合
場
所
は
市
民
会
館
。

○ 

10
月
８
日
㈫
９
時
30
分
～
14
時
30

分
…
介
護
保
険
制
度
な
ど
に
つ
い

て
の
講
義
（
婦
人
セ
ン
タ
ー
）

○ 

10
月
９
日
㈬
９
時
30
分
～
14
時
30

分
…
生
活
支
援
技
術
な
ど
に
つ
い

て
の
講
義
（
婦
人
セ
ン
タ
ー
）

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

※ 

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申�
し
込
み
　
９
月
17
日
㈫
ま
で
に
高

齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）

介
護
の
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

令
和
元
年
度
盲
ろ
う
者

通
訳
・
介
助
員
養
成
講
座

　　木造住宅に対する補助 　　一定規模の建築物に対する補助

意見公募（パブリックコメント）
� を行います

問い合わせ　商工労政グループ（☎�21７1）

　木造住宅や一定規模の建築物への耐震診断実施に要する費用の一部を、
建築物の所有者に補助します。ただし、予算額を超える申し込みがあっ
たときは選考を行う場合があります。

▶申込期限　１0月3１日㈭まで
▶�申込方法　建築住宅グループに
備え付けの意向確認書に必要事
項を記入し、図面などを持参の
うえ建築住宅グループに提出。
※�一定規模の建築物については８
月30日㈮までに提出。

○補助の主な条件
・�一戸建て住宅か併用住宅で、地
上２階建て以下の在来軸組工法
であること
・�昭和56年５月3１日以前に着工し、
所有者が居住する住宅であるこ
と
・�建築基準法その他関係法令に違
反がないこと
○補助額
・�補助対象費用の３分の２（限度
額５万円）
※�２階建て以下、延床面積が500
平方㍍以下の木造住宅で所有者
または居住者が希望するときは、
北海道が無料耐震診断を実施し
ています。詳しくは、胆振総合
振興局建設指導課（☎�９５９
４）に問い合わせください。

○補助の主な条件
・�昭和56年５月3１日以前に着工し
た建築物で、耐震改修促進法で
定める特定既存耐震不適格建築
物であること
・�建築基準法その他関係法令に違
反がないこと
○補助額
・�補助対象費用の３分の２（限度
額２00万円）

案�件名　（仮称）登別市情報発信拠点施設
のあり方（案）
募集期間　７月２9日㈪～８月２7日㈫
閲�覧場所　市役所１階市民ロビー、各支所、
市民会館、しんた２１、市立図書館、市立
図書館アーニス分館、市民活動センター、
商工労政グループに備え付けるほか、市
公式ウェブサイトにも掲載しています
提�出方法　閲覧場所に備え付けの専用用紙
か任意の用紙に①案件名、②住所、③氏
名、④電話番号、⑤意見を記入し、閲覧
場所に備え付けの『意見箱』に投函する
か、郵送またはファクス、Ｅメールで商
工労政グループ（〒059－00１２中央町４
丁目１１登別中央ショッピングセンター
アーニス２階、思�５３０２、Ｅメール
：shoko@city.noboribetsu.lg.jp） に
提出

18 ２０１9．８月号 � くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』


